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今週は大津市の堅田販売所からのお便り。

「堅田は琵琶湖や山が近くにあり、自然に

恵まれています。冬になると雪化粧した

美しい比良山を見ることができます。京

都の大原も近くていいところですよ」と所

長の久保雄二さん。

今回は近江八景のひとつ「堅田の落雁」で知

られる「浮御堂」を紹介していただいた。

浮御堂は湖上運搬が盛んだった平安時代に、

比叡山の恵心僧都源信が琵琶湖の交通安

全と衆生済度※を願い、湖上に建立したの

が始まりといわれる（現在の浮御堂は1937（昭

和12）年に再建されたもの）。正式名称を「海

門山満月寺」といい、中には源信がみずか

ら刻んだ千体の阿弥陀仏が祀られている。

樹齢600年といわれる松の木、まさに湖面

に浮かんだように見える御堂、そこから

一望できる琵琶湖……絵ハガキのように

美しい。松尾芭蕉ら多くの文人が訪れた

ことでも知られ、境内には句碑が残され

ている。秋の観光シーズンには多くの観

光客で賑わう。
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※衆生済度
仏語。迷いの苦しみから
衆生を救って、悟りの世
界に渡し導くこと
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